
                                                  
 

JSAF 派遣生 留学レポートより 

先輩はワシントン大学でこんな授業を受けています！ 

University of Washington (ワシントン州)｜2025 年秋派遣生の履修科目紹介 

 

「留学中、実際にどんな授業を受けるの？」――参加を検討中の皆さんから一番多く寄せられる質問です。

このページでは、ワシントン大学（UW）へ派遣された 1 名の先輩の留学レポートから、履修した全科目を授

業内容・先輩のリアルな感想とともにご紹介します。 

企業の経営学、国際的関係、コミュニティと都市計画――専攻を問わず幅広い分野から選べるのが UCM

の魅力です。少人数クラスが多く、教授との距離が近いのも特徴。留学生向けの IEP 科目では、野球観戦

や博物館訪問などのフィールドトリップ、イースターやサンクスギビングの行事体験を通してアメリカ文化を

体感しながら学べます。 

◆ 先輩レポート 1 国際的な視点を得ながら専攻を学んだ先輩の履修科目 

在籍：東洋大学 社会学部 社会学科 （２年・202５年秋派遣）｜ 

専攻の社会学に加え、アメリカの企業や国際関係についても履修 

 

JSIS B 352 Sustainable Global Business （５単位） 

履修した先輩 東洋大学 社会学部 社会学科の先輩 

授業形式 レクチャー 

クラス規模 半分以上は留学生のクラス 

評価方法 試験、グループ課題、プレゼンテーション、クラス内課題 

どんな授業？ アメリカ発の企業の海外進出プランに持続可能性を練りこむことを考える授業。 

 

 POL S 203A Introduction to International Relations  （５単位） 

履修した先輩 東洋大学 社会学部 社会学科の先輩 

授業形式 レクチャー 

クラス規模 約２００人の大人数のクラスで、8 割は現地の学生 

評価方法 中間テスト、期末テスト、クイズセクション 

どんな授業？ 国際関係の基礎を取り扱う入門科目 

 



                                                  
 

CEP２００  Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ to Community & Environment Planning （５単位） 

履修した先輩 東洋大学 社会学部 社会学科の先輩 

授業形式 レクチャー 

クラス規模 約 40 人のクラスで 9 割は現地学生 

評価方法 毎授業内課題、授業外グループ課題、プレゼンテーション、個人課題、期末課題 

どんな授業？ コミュニティと都市計画の基礎を学ぶ 

 

 


